
１．適用工種

本工事の特徴は国道を跨ぐ区間であり、現道の

交通規制を伴う鋼橋の製作・架設工事である。該

当工事区間では、平成２０年３月の一部開通を目指

し、土工・下部工・上部工・舗装工の各工事がほ

ぼ同時期に慌ただしく施工された。

現場工程がもともとタイトであることに加え、

現道の通行止め期日が事前に決定されているため、

トラブル・気象不順等による工程調整が可能な実

施工程を作成し、意識的に工程短縮を推し進める

必要があった。

橋梁形式：単純合成床版非合成鈑桁橋
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鋼材質量：２１５t

２．改善提案

現道上の規制時間を短縮するための桁架設、足

場組立および合成床版の架設における工夫が必要

であった。

改善後の架設計画図を図―１に示す。
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図―１ 架設計画図
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３．従来工法の問題点

現道上の架設は、当初は１主桁を地組した６つ

のブロックを２００t吊油圧式クレーンにて架設す

る計画であったが、横桁等の２次部材の架設及び

その後の足場組立等の作業に時間を要するため施

工期間短縮を検討した。

また、合成床版の架設についても現道上部は夜

間規制下での架設となるため、期間短縮の可能性

を検討する必要があった。

４．工夫・改善点

輸送経路として、施工中の他工事区間を通行せ

ざるを得ないという制約上、工事着手は１１月２０日

からとなり、地組・足場組立・クレーン組立を１１

月２９日の通行止め規制日までに行わなければなら

ず、この９日間が工程上のヤマ場になると考えた。

そこで、以下２点の改善対策を行った。

�１ 現道上の架設は当初の１主桁地組、２００t吊

から２主桁箱地組、５５０t吊油圧式クレーンに

変更し３つの大ブロックを架設した。また、現

道上以外の架設も関連工事との工程調整上、桁

下ヤードの造成ができず当初の桁地組、２００t

吊油圧式クレーン架設が不可能となり単部材、

１２０t吊油圧式クレーンに変更した。（図―１参

照のこと）。地組は写真―１に示すように、G１

―G２、G３―G４、G５―G６について、付属物を

含めてすべて箱状に組み立て、板張り防護とボ

ルトの本締めまでを行った。１ブロックの重量

は最大で４７tであった。

架設に先立ち、平板載荷試験と簡易支持力測定

器で５５０t油圧式吊クレーンアウトリガー位置の

地耐力確認を行った。また、事前に試験吊りを行

い架設重量及び吊り荷のバランス確認も実施した。

�２ 規制回数を軽減するための方策として、合成

床版と側面版（PCF版）を一体に地組して架

設することを提案した（写真―２）。

写真―２ 合成床版と側面板（PCF）地組

５．効果

作業開始から架設当日まで慌ただしく作業を行

ったが、作業員の適正配置と事前準備の充実に注

意を払い、夜間架設は当初予定５日間を２日間で

完了することができた。一方、合成床版架設も側

面板を昼間作業で地組し、一体で架設することに

より規制時間を大幅に短縮できた。

６．適用条件

現場条件に伴う、クレーン機種（能力）の増大

による工費増に対し規制期間の短縮日数による経

済的効果が発揮できれば適用可能な工法である。

７．採用時の留意点

機種変更に対しては地耐力の確認、地組するス

ペースの確保、作業量に見合う労働力の確保に留

意しなければならない。写真―１ 桁地組状況
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